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1.概要及び実施方法



法的根拠　「こども基本法」　

◆基本理念
　全てのこどもについて、その年齢及び発達の程度に応じて、その意見が尊重され、
その最善の利益が優先して考慮されること。

◆こども施策に対するこども等の意見の反映
　国及び地方公共団体は、こども施策を策定し、実施し、及び評価するに当たっては、
当該こども施策の対象となるこども又はこどもを養育する者その他の関係者の意見を
反映させるために必要な措置を講ずるものとする。

KODOMO GRAND DESIGN 重点施策１

• こども/保護者と市や関係機関等との良質な関係構築を目的とし、「双方向性」を　
重視する。対象者のニーズに応じて、多様な手段を想定し、インターネットも積極的に活用
する。

• 意見聴取の対象は、こども分野以外にもまちづくり全般を対象とする。

1-1.背景



「ともに社会をつくるパートナー」として

　こどもの意見表明機会を確保することにより、
① こどもや若者の状況やニーズをより的確に踏まえることがで
き、施策がより実効性のあるものになる。

② こどもや若者にとって、自らの意見が十分に聴かれ、自らに
よって社会に何らかの影響を与える、変化をもたらす経験は、
自己肯定感や自己有用感、社会の一員としての主体性を高
めることにつながる。ひいては、民主主義の担い手の育成に
資する。

1-2.概念と効果



1-3.実施方法

Active Mode

　市がこどもや若者が集う場所（教室や練習場等）に赴き、
予め設定したテーマに基づき、意見交換を行う。いただい
た意見や回答はＨＰにて公表する。
 年３回以上の開催を目標とし、各課事業とのコラボレー
ションも視野に入れる。
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• みんなの前で、ダイレクトに声を届けられる。
• 周りの意見に触発され、相互作用が期待できる。

Usually Mode

　Logoフォームを用い、期間や内容を定めず、毎月い
ただいた意見に対して、市のＨＰ上で回答する。
 個人の悩み相談等については、同ページに各悩み相談
箇所のリンクを作成し、個別相談に誘導する。
 ご本人の承諾を得たうえで、Active Mode の場におい
て発表することも可とする。
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• 声を挙げにくいこどもでも意見が伝えられる。
• 匿名性に配慮できる。



２.いただいた意見の抜粋



意見回答数３６件
• 公園を増やしてほしい
• バスケやテニスができるスポーツ施設が欲しい
• 映画館や大型商業施設をつくってほしい
• 友達と自由に話しながら勉強できるスペースが欲しい
• バスや電車などの交通機関を増やしてほしい
• 歩道の狭さや、電柱、道路の凸凹を改善してほしい
• 小さな子どもたちが安全に元気よく遊べる室内施設が

ほしい

2-1.Usually Mode



2-2.市ホームページの回答レイアウト変更



2-3.市ホームページレイアウト

『こども・若者（わかもの）の
声を募集（ぼしゅう）します！
～「こどもまんなか、きみがま
んなか」～』

https://www.city.ibaraki-koga.lg.jp/soshiki/kodomo-
seisaku/housetsu/20795.html



３.今年度の活動の見通し



Usually Mode
 高校生以上の若者たちへの周知

Active Mode
年度中に3回開催予定
実施方法・内容については検討中


